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コイヘルペスウイルス(���������	��
����)病はニシ

キゴイとマゴイを含むコイ��������������に大量斃死を

引き起こす疾病として, 1998年にイスラエルと米国で発

生が初めて報告された (�����������2000)｡ その後ヨー

ロッパ諸国をはじめインドネシアや台湾, 南アフリカに

おいても発生し, 日本では2003年11月に初めて茨城県霞

ヶ浦の死亡魚から確認された (飯田 2005)｡ その後各地

で��病の発生報告があり, 2005年10月には47都道府

県で発生が確認され��, 水生生物にも注意すべき海外由

来の伝染病が存在することを社会に印象づけた｡ 三重県

では, 2003年11月に釣り堀の斃死魚が��病と診断さ

れたのが最初である｡ 2004年５月以降には県内の河川に

おいても��病による大量斃死が頻発した｡ 養殖だけ

でなく天然の水生生物に影響を与えた疾病の知見を整理

することは, 今後の��病対策だけでなく, 新疾病の

侵入とその防疫体制を検討するうえでも, 必要であると

考える｡ そこで三重県における��病の発生状況をま

とめたので報告する｡

�������

�	

2003年11月から2006年９月までに斃死等により水産研

究部に��病の検査依頼があったコイについて, 検査

を実施するとともに体長, 発見された場所および水温を

把握した｡ また, 鮮度の状態に応じて, 外部の特徴の記

録や剖検を行った｡ 水温データのないものについては,

国土交通省��の水質観測地点に近い場合のみ前後３日以

内の水温をその場所のデータとした｡ また魚体が無く鰓

だけのサンプルが２個体あった｡ このほか斃死魚の回収

尾数については, 関係機関に対して聞き取りを行った｡

����


��の特異的遺伝子を検出することで診断する

�� !"��#����#�$��#�#%��$(&'() 検査を実施した｡ 検

査部位は鰓とし, －20℃以下の冷凍で保存した｡ 水産研

究部の一次診断における)��*－５プライマーセットと

&'(反応条件については, 2004年10月11日までは+�#!��

���(2002) の手法を, それ以降は改良された,
#�#�����

(2005) の手法を用いた｡ 検査の判定は, トランスイル

ミネーターにより分子量290-�のバンドの有無で行った｡

一次診断において陽性・擬陽性であったサンプルは, 更

に独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所で確定

診断が行われた｡

なお, 2003年11月の��初確認時については, 水産

研究部で一次診断の技術が無かったため, 独立行政法人

水産総合研究センター養殖研究所が検査し診断を行った｡

����

�������

水産研究部は一次診断のため, 74件114尾を検査し,

19件26尾が陽性あるいは擬陽性であった｡ うち16件20尾

が確定診断にて陽性と確定された｡ これらに2003年11月
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中西尚文・古野 優・田中真二

の初確認の事例を加えると, 2006年９月までに三重県内

では17件22尾が陽性と確定された (付表１)｡ サンプリ

ング場所別の検査件数と診断結果, それら検体の鮮度を

表１に示す｡ 検査合計75件のうち24件が河川であり, 次

いで用水路・民家池, 公園池の順で多かった｡ ���陽

性のうち剖検が実施できた２件については, それぞれ

���病の特徴である鰓のびらんと退色が観察できた｡

現在までに発生が確認された水系は, 鍋田川 (木曽岬

町), 長良川 (長島町, 現 桑名市), 揖斐川 (桑名市),

鹿化川 (四日市市), 内部川 (四日市市), 木津川 (島ヶ

原村・上野市, 共に現 伊賀市) 中村川 (松阪市), 雲出

川 (三雲町・嬉野町, 共に現 松阪市), 百々川 (松阪市)

に加え, 長良川に隣接し同時に大量斃死がみられた木曽

川 (木曽岬町) も発生水系とすると, 合計10水系である｡

現在のところ櫛田川以南の河川での発生はみられていな

いが, その要因については不明である｡ 河川以外で���

が検出されたのは, 木曽岬町と川越町の用水路, 上野市

(現 伊賀市) と松阪市の公園池, 青山町 (現 伊賀市)

の民家池と四日市市の釣り堀であった｡ これらのうち,

感染経路が把握できたのは, 2003年11月に県内で初確認

された茨城県産コイが導入直後に斃死した四日市市の釣

り堀の事例だけであった｡ ���病の確定後は蔓延防止

のため, 小規模な池では直ちに生存魚の処分が, 河川や

用水路では管理者によるパトロールや斃死魚の回収が実

施された｡ 2004年に長良川では５月26日から６月２日に

49尾, 揖斐川では５月27日から６月２日に50尾, 雲出川

では６月10日から16日にかけて96尾の斃死魚が回収され

た｡ 一方, コイの生息していない水路やその尾数が急増

した公園池からの斃死報告もあり, ���病を恐れた密

放流が行われたと推測される事例がみられた｡

月別の検査件数と結果の推移を図１に示す｡ 2004年春

から急増し, 件数が最も多かったのは６月で26件, 次い

で５・７月にそれぞれ７件の検査を実施した｡ そのうち

５月の４件, ６月の７件は���と確定された｡ 2005年

以降も５・６月には���が検出されているが, 検査依

頼と���検出数は減少している｡ なお2003年11月の初

確認以降, 秋期に���を検出していない｡ ���に感染

後生存したコイは���に対する抗体を獲得するとされ

ている (������	
��2003)｡ 一定期間を経て再び斃死

があり���が検出されたのは雲出川だけであり, 発生

水域の生存魚は抗体を獲得していると思われる｡ このこ

とは2004年の秋期以降, 検査依頼が減少していることか

らも裏付けられる｡

サンプリング場所の水温と検査結果を図２に示す｡ 陽

性は17℃から26℃の水温上昇期に限られ, �����	
��
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���サンプリング場所別鮮度および検査件数と診断結果

���三重県における���検査件数と診断結果の年別推移

河川 用水路
池

民家の
水槽ため池 民家池 釣り堀 公園池�� 公的機関

の池��

新鮮 1(0) 4(0) 1(0) 8(1) 1(1) 4(0) 4(0) 2(0)
腐敗 22(11) 8(1) 0(0) 2(0) 1(0) 5(2) 4(0) 0(0)
不明 1(0) 1(1) 0(0) 3(0) 0(0) 3(0) 0(0) 0(0)
合計 24(11) 13(2) 1(0) 13(1) 2(1) 12(2) 8(0) 2(0)

( )：陽性の件数
＊１：神社を含む
＊２：学校を含む





中西尚文・古野 優・田中真二

検査依頼が多く, 検査に支障をきたした｡ また, 水域

管理機関などが処分・回収に追われる事態が起きた｡
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三重県におけるコイヘルペスウイルス病の発生
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